
大
盛
況
だ
っ
た
北
九
州
大
会
を
振
り
返
る

　

５
月
20
日
～
22
日
に
開
催
さ
れ
た
第
68
回
全
国
私

立
保
育
研
究
大
会
・
北
九
州
大
会
は
全
国
各
地
か
ら

多
く
の
保
育
関
係
者
が
参
加
さ
れ
、
魅
力
あ
る
発

表
・
報
告
と
熱
い
議
論
・
協
議
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

簡
単
に
当
日
の
分
科
会
進
行
を
説
明
し
ま
す
（
22

頁
・
図
１
）。
分
科
会
テ
ー
マ
は
「
食
育
～
特
性
や

専
門
性
を
生
か
す
～
」
で
し
た
。
ま
ず
、
事
前
に
指

定
さ
れ
た
発
表
者
か
ら
の
実
践
報
告
（
北
海
道
、
広

島
市
、
長
崎
県
の
３
事
例
）
を
受
け
、
そ
の
後
、
３

つ
の
柱
で
の
討
議
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
私
が

助
言
者
を
担
当
し
た
第
４
分
科
会
の
参
加
者
に
よ
る

討
議
内
容
（
グ
ル
ー
プ
で
の
討
議
記
録
ま
と
め
）
を

整
理
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
私
か
ら
の
助
言

を
ま
と
め
て
記
述
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
連
載
の
読
者
に
は
保
育
現
場
の
給
食
担
当
者

（
栄
養
士
・
調
理
師
等
）
も
数
多
く
お
ら
れ
ま
す
が
、

保
育
園
・
こ
ど
も
園
の
給
食
を
担
当
す
る
立
場
と
し

て
は
、
数
日
間
も
園
を
離
れ
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と

と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
全
国
規
模
の
研
究
大
会

や
研
修
会
に
参
加
す
る
機
会
が
少
な
い
と
い
う
声
も

よ
く
耳
に
し
ま
す
の
で
、
今
回
の
内
容
を
熟
読
し
て

い
た
だ
き
、
全
国
私
立
保
育
研
究
大
会
で
の
学
び
を

一
緒
に
共
有
し
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。
も

ち
ろ
ん
、
分
科
会
に
ご
参
加
さ
れ
た
皆
様
も
、
学
び

の
振
り
返
り
教
材
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

16
グ
ル
ー
プ
の
討
議
結
果
を
解
析
す
る

　

ま
ず
、
３
つ
の
討
議
の
柱
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

初
め
に
設
定
さ
れ
て
い
た
討
議
の
柱
は
、「
保
育
所

の
特
性
を
生
か
し
た
食
育
」「
専
門
性
を
生
か
し
た

対
応
」「
多
様
な
関
係
者
と
の
連
携
及
び
協
働
」
で

し
た
。
そ
し
て
、
全
国
各
地
か
ら
集
ま
る
初
対
面
の

皆
様
が
ス
ム
ー
ズ
に
意
見
交
換
が
で
き
る
よ
う
に
、

・
他
園
に
自
慢
で
き
る
こ
と
の
好
事
例
（
22
頁
・
表

１
）

・
保
育
者
（
保
育
室
）
と
給
食
担
当
者
（
給
食
室
）

の
連
携
（
ま
た
は
見
え
な
い
壁
）
の
現
状
（
24
頁
・

表
２
）

第113回

特性や専門性を活かす
食育（前編）

上越教育大学大学院教授　野口孝則   NOGUCHI Takanori

体と心の健康
・

地域の食文化
・

災害時の対応

第68回全国私立保育研究大会・
北九州大会 第４分科会の報告
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「

図１ 第４分科会の概要（大会開催要綱より）

表１ 他園に自慢できることの好事例（北九州大会第４分科会）

ググルルーーププ 他他園園にに自自慢慢ででききるる好好事事例例

1 個々の発達差、咀嚼、離乳食の状態を丁寧に確認し、保護者への聞き取りや給食スタッフの関与を行

っている。子どもに「大きい方・小さい方」を選ばせるなど、達成感を重視している。園の畑や地域

の食材も活用。

2 アレルギー対応の３回確認、バイキング形式、好きな時間に食べるレストラン的運用、アレルギー児

を孤立させない席配置、栽培から調理までの話し合い、防災食育などが豊富。

3 個々に合わせた離乳食提供、レストラン形式の食事、給食室が見える環境、写真付きメニューで見通

しを持たせる工夫。

4 自然環境を生かした自由保育、ランチルーム、食べたい時・場所で食べる、味噌作り、親子食育など、

日常生活に食を組み込んでいる。

5 細かなアレルギー対応、温かい給食、発達に応じた離乳食、食事見守り専門職、収穫物の即時提供、

人気レシピの発信、SNS発信、職員間の風通しのよさ。

6 除去食を少なくし、みんなで同じように食べる工夫。卵・乳・小麦を使わない給食、手作りおやつ、

オーガニック野菜、田植え・稲刈り、味噌作り、防災食育、ガラス張り給食室。

7 アレルギー対応の一本化、見た目を同じにする代替、乳・小麦対応、障害児への個別対応、少量盛り

で達成感を持たせる工夫。

8 季節行事と食の連動、ピザ窯、栽培、保育士と栄養士の共同計画、ガラス張り給食室、子どもから給

食室への手紙、栄養士と保育教諭による食育教室。

9 絵本から広がる食育、自園調理、調理室の匂いが届く環境、朝食や減塩を保護者へ発信、給食ファイ

ルの細かな記録、アレルギー児を孤立させない食事演出。

10 保育士と栄養士が仲よく、個別対応を一緒に乗り越えている。園長も関わり、アレルギー児対応の安

全につながっている。パーティーメニュー、地域支援、親子クッキング、年６回のクッキング。

11 慣らし保育時に保護者と食事を見る、栄養士が毎日食事の様子を見る、保育参加、独自メニュー、出

汁の飲み比べ、ヒヤリハットへの迅速な対応、グルテンフリー等の工夫。

12 アレルギー食器の色分けと３人確認、47 都道府県メニュー、宗教食対応、誤嚥予防の薄切り、レシ

ピ配布、前日・当日の印鑑確認、バイキング、リクエストメニュー。

13 離乳食懇談会、ふれあいルーム、親子フェスティバル、ランチ会など、保護者と食を共有する取り組

みが充実。

14 人気メニュー共有、試食会、離乳食個別対応、SNS発信、毎日のバイキング、本物の食材提示、アレ

ルギー解除時に保育士・調理員・保護者・園長で確認、食の提供方法の見直し。

15 アレルギー６重チェック、アレルギーを理由に入園を断らない姿勢、独自献立、保育者との密な連

携、離乳食から継続した個別対応、毎日の喫食状況確認、ハラル食対応、本物の食材提示、相互の仕

事体験。

16 栄養士・調理師が各クラスを回って食事を見る、給食担当者が配膳し全員が子どもの様子を把握、失

敗談も園だよりで発信、残飯を使った土作り、アプリで献立写真発信、収穫野菜を即調理、４コマ漫

画ふうの食事記録、夕方に保護者相談。

表１　他園に自慢できることの好事例（北九州大会 第４分科会）

「

図１ 第４分科会の概要（大会開催要綱より）

表１ 他園に自慢できることの好事例（北九州大会第４分科会）

ググルルーーププ 他他園園にに自自慢慢ででききるる好好事事例例

1 個々の発達差、咀嚼、離乳食の状態を丁寧に確認し、保護者への聞き取りや給食スタッフの関与を行

っている。子どもに「大きい方・小さい方」を選ばせるなど、達成感を重視している。園の畑や地域

の食材も活用。

2 アレルギー対応の３回確認、バイキング形式、好きな時間に食べるレストラン的運用、アレルギー児

を孤立させない席配置、栽培から調理までの話し合い、防災食育などが豊富。

3 個々に合わせた離乳食提供、レストラン形式の食事、給食室が見える環境、写真付きメニューで見通

しを持たせる工夫。

4 自然環境を生かした自由保育、ランチルーム、食べたい時・場所で食べる、味噌作り、親子食育など、

日常生活に食を組み込んでいる。

5 細かなアレルギー対応、温かい給食、発達に応じた離乳食、食事見守り専門職、収穫物の即時提供、

人気レシピの発信、SNS発信、職員間の風通しのよさ。

6 除去食を少なくし、みんなで同じように食べる工夫。卵・乳・小麦を使わない給食、手作りおやつ、

オーガニック野菜、田植え・稲刈り、味噌作り、防災食育、ガラス張り給食室。

7 アレルギー対応の一本化、見た目を同じにする代替、乳・小麦対応、障害児への個別対応、少量盛り

で達成感を持たせる工夫。

8 季節行事と食の連動、ピザ窯、栽培、保育士と栄養士の共同計画、ガラス張り給食室、子どもから給

食室への手紙、栄養士と保育教諭による食育教室。

9 絵本から広がる食育、自園調理、調理室の匂いが届く環境、朝食や減塩を保護者へ発信、給食ファイ

ルの細かな記録、アレルギー児を孤立させない食事演出。

10 保育士と栄養士が仲よく、個別対応を一緒に乗り越えている。園長も関わり、アレルギー児対応の安

全につながっている。パーティーメニュー、地域支援、親子クッキング、年６回のクッキング。

11 慣らし保育時に保護者と食事を見る、栄養士が毎日食事の様子を見る、保育参加、独自メニュー、出

汁の飲み比べ、ヒヤリハットへの迅速な対応、グルテンフリー等の工夫。

12 アレルギー食器の色分けと３人確認、47 都道府県メニュー、宗教食対応、誤嚥予防の薄切り、レシ

ピ配布、前日・当日の印鑑確認、バイキング、リクエストメニュー。

13 離乳食懇談会、ふれあいルーム、親子フェスティバル、ランチ会など、保護者と食を共有する取り組

みが充実。

14 人気メニュー共有、試食会、離乳食個別対応、SNS発信、毎日のバイキング、本物の食材提示、アレ

ルギー解除時に保育士・調理員・保護者・園長で確認、食の提供方法の見直し。

15 アレルギー６重チェック、アレルギーを理由に入園を断らない姿勢、独自献立、保育者との密な連

携、離乳食から継続した個別対応、毎日の喫食状況確認、ハラル食対応、本物の食材提示、相互の仕

事体験。

16 栄養士・調理師が各クラスを回って食事を見る、給食担当者が配膳し全員が子どもの様子を把握、失

敗談も園だよりで発信、残飯を使った土作り、アプリで献立写真発信、収穫野菜を即調理、４コマ漫

画ふうの食事記録、夕方に保護者相談。

図１　第４分科会の概要（開催要綱より）
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・
そ
の
両
者
の
連
携
を
深
め
る（
ま
た
は
壁
を
壊
す
）

た
め
の
秘
訣
（
ヒ
ン
ト
）（
24
頁
・
表
２
）

の
３
つ
の
視
点
を
私
か
ら
提
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
当
日
、
分
科
会
終
了
後
に
会
場
で
回
収
し
た

記
録
用
紙
（
Ａ
４
判
用
紙
・
28
頁
分
の
手
書
き
の
資

料
）
を
事
務
局
か
ら
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
送
っ
て
い
た
だ
き
、

資
料
全
体
を
「
好
事
例
」「
見
え
な
い
壁
」「
壁
を
越

え
る
ヒ
ン
ト
」の
３
つ
の
軸
で
読
み
替
え
、16
グ
ル
ー

プ
の
個
別
内
容
を
整
理
し
、
記
録
の
構
造
を
確
認
し

て
、
重
複
す
る
実
践
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
し
、
最
後
に

全
体
傾
向
が
わ
か
る
形
に
解
説
を
ま
と
め
て
み
ま
し

た
。

　

ま
ず
全
体
傾
向
を
お
伝
え
し
ま
す
。
抽
出
結
果
か

ら
、
好
事
例
は
「
個
別
対
応
」「
子
ど
も
主
体
」「
一

緒
に
計
画
・
実
施
」「
保
護
者
・
地
域
発
信
」
に
集

中
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
保
育
者
と
給
食
担
当
者

と
の
連
携
の
課
題
と
改
善
点
に
つ
い
て
は
、
単
な
る

「
仲
が
よ
い
・
悪
い
」
で
は
な
く
、
①
時
間
・
動
線
、

②
専
門
職
間
の
心
理
的
遠
慮
、
③
安
全
確
認
と
保
育

の
流
れ
の
ず
れ
、
④
子
ど
も
の
姿
の
共
有
不
足
、
の

４
層
に
分
か
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

全
体
か
ら
見
え
て
き
た
大
き
な
傾
向

　

16
グ
ル
ー
プ
の
討
議
内
容
全
体
を
通
し
て
見
え
て

き
た
こ
と
は
、
保
育
現
場
に
お
け
る
食
育
や
給
食
提

供
が
、
単
な
る
「
栄
養
を
満
た
す
食
事
の
提
供
」
で

は
な
く
、
子
ど
も
の
発
達
、
生
活
、
主
体
性
、
安
全
、

家
庭
支
援
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
含
む
総
合
的
な

保
育
実
践
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
各
園
の
実
践
に
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
、
離
乳

食
、
咀そ

嚼し
ゃ
く・

嚥え
ん

下げ

、
偏
食
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
へ

の
配
慮
、
宗
教
食
、
保
護
者
支
援
、
地
域
食
材
の
活

用
、
栽
培
・
収
穫
・
調
理
体
験
な
ど
、
多
様
な
内
容

が
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
一
見
す
る
と
個

別
の
取
り
組
み
に
見
え
ま
す
が
、
共
通
し
て
い
る
の

は
、「
一
人
一
人
の
子
ど
も
が
、
安
心
し
て
、
楽
し

く
、
自
分
ら
し
く
食
べ
る
こ
と
」
を
支
え
よ
う
と
す

る
姿
勢
で
す
。

　

特
に
印
象
的
で
あ
っ
た
の
は
、
各
園
が
「
で
き
な

い
こ
と
」
や
「
食
べ
ら
れ
な
い
こ
と
」
に
注
目
す
る

の
で
は
な
く
、「
ど
う
す
れ
ば
そ
の
子
が
食
べ
ら
れ

る
か
」「
ど
う
す
れ
ば
み
ん
な
と
一
緒
に
食
事
の
時

間
を
楽
し
め
る
か
」
を
考
え
て
い
る
点
で
す
。

　

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
で
は
、
単
に
除
去
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
見
た
目
を
で
き
る
だ
け
同
じ
に
す
る
、
席

の
配
置
を
工
夫
し
て
孤
立
さ
せ
な
い
、
複
数
人
で
確

認
し
て
安
全
を
守
る
と
い
っ
た
実
践
が
多
く
見
ら
れ

ま
し
た
。
離
乳
食
や
偏
食
へ
の
対
応
で
も
、
個
々
の

発
達
や
食
べ
る
力
に
応
じ
て
大
き
さ
、
固
さ
、
形
状
、

量
を
調
整
し
、
子
ど
も
が
「
食
べ
ら
れ
た
」
と
い
う

達
成
感
を
味
わ
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

食
事
を
「
完
食
さ
せ
る
場
」
と
し
て
で
は
な
く
、
子

ど
も
の
育
ち
を
支
え
る
保
育
の
一
場
面
と
し
て
捉
え

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
園
で
、
子
ど
も
の
主
体
性
を
尊
重

し
た
食
事
の
あ
り
方
が
工
夫
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

バ
イ
キ
ン
グ
形
式
、
セ
ミ
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
、
レ

ス
ト
ラ
ン
形
式
、
好
き
な
時
間
に
食
べ
る
、
好
き
な

量
を
選
ぶ
、
自
分
で
よ
そ
う
、
食
べ
た
い
も
の
や
作

り
た
い
も
の
を
子
ど
も
と
相
談
す
る
な
ど
の
取
り
組

み
は
、
子
ど
も
自
身
が
食
事
に
関
わ
る
機
会
を
増
や

す
実
践
で
す
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
自
由
に
さ
せ

る
こ
と
自
体
が
目
的
で
は
な
く
、
子
ど
も
が
自
分
の

体
調
、
空
腹
感
、
食
べ
た
い
気
持
ち
、
食
べ
ら
れ
る

量
に
気
づ
き
、
自
分
で
選
び
、
食
べ
る
経
験
を
積
み

重
ね
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
食
育
を
「
教
え

る
活
動
」
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
日
々
の
生
活
の
中

で
子
ど
も
が
自
ら
学
ぶ
経
験
と
し
て
位
置
づ
け
て
い

る
点
で
、
大
き
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
食
育
活
動
の
内
容
を
見
る
と
、
栽
培
、

収
穫
、
味
噌
作
り
、
梅
干
し
作
り
、
田
植
え
、
稲
刈

り
、
ピ
ザ
作
り
、
カ
レ
ー
作
り
、
出だ

汁し

の
飲
み
比
べ
、

絵
本
か
ら
広
が
る
調
理
活
動
、
防
災
食
育
な
ど
、
非

常
に
豊
か
な
実
践
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
実
践
は
、
子
ど
も
が
食
材
に
触
れ
、
匂
い
を
感

じ
、
育
て
る
過
程
を
知
り
、
調
理
に
関
わ
り
、
食
べ

る
と
こ
ろ
ま
で
経
験
す
る
と
い
う
一
連
の
流
れ
を
含

ん
で
い
ま
す
。
食
材
が
給
食
と
し
て
目
の
前
に
出
て

く
る
ま
で
に
は
、
多
く
の
人
の
手
、
時
間
、
自
然
の

働
き
、
調
理
の
工
夫
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
過
程
に
子

ど
も
が
関
わ
る
こ
と
で
、
食
べ
も
の
へ
の
興
味
・
関

心
だ
け
で
な
く
、
感
謝
の
気
持
ち
、
地
域
や
季
節
へ

の
気
づ
き
、
友
だ
ち
と
一
緒
に
食
べ
る
楽
し
さ
も
育
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表２　保育者（保育室）と給食担当者（給食室）の連携（または見えない壁）の現状と解決策（北九州大会 第４分科会）

表２ 保育者（保育室）と給食担当者（給食室）の連携（または見えない壁）の現状と解決策

（北九州大会第４分科会） 

ググルルーーププ 見見ええなないい壁壁のの現現状状 壁壁をを越越ええるるヒヒンントト 

1 栄養士・調理師がクラスに来ない、月１回の給

食会議では深く話せないという壁がある。一方

で、調理師がよくクラスを見に来る園もある。 

給食担当者が食事場面を直接見に行くこと。「給食

の先生」として子どもに名前で呼ばれ、子どもの声

を聞ける関係をつくること。 

2 ベテラン調理員との年齢差、正職・準職のパワ

ーバランス、「昔からこうしてきた」という文

化による言いにくさがある。 

ちょっとしたコミュニケーションの積み重ね。給

食室から子どもを見に行く、調理工程の一部を子

どもと行う、間に入る人が少しずつ歩み寄りを促

す。 

3 ２階のクラスへの支援不足、給食室にこもりが

ち、勤務時間帯が合わないなど、物理的・時間

的な壁がある。 

毎日少しでも話し合い、個々の様子を共有するこ

と。大人の都合を子どもの前に出さず、「みんなで

おいしく食べてほしい」を共通目標にする。 

4 給食担当者が保育に入らない、子どもの姿を見

に来ない、やりたい食育が実現しない、園の方

針が日常に落ちていないという課題。 

「入ってもらえる日」を保育側から提案する。園

長・主任がひと言つなぐ。保育も命に関わる営みと

して、気づいたことを職種を越えて出し合う。 

5 栄養士が保育室に行くと子どもが喜びすぎて

食べなくなるため行きづらい、互いの仕事の大

変さを知らないという壁。 

喫食情報をボードに自由記入する、給食時間を守

る、互いの仕事を知る機会をつくる。味や子どもの

反応はその場で伝える。 

6 忙しそうで声をかけにくい、申し訳なさがあ

る、直接話す機会が少ない、休憩時間や場所が

違う、ベテランへの遠慮がある。 

子どもの「おいしかった」という声を届ける。園の

理念をもとに情報共有する。言いづらくても、子ど

もの姿を根拠にして歩み寄る。 

7 噛みにくい子が食材を詰まらせそうになった

事例から、健康状態や咀嚼状況の共有不足が明

らかになった。時間に追われ、余裕がない。 

個々の状態に応じてその場で切れるよう、クラス

にハサミを配置。主任など間に入る人の存在、言い

たいことが言える環境づくりが重要。 

8 保育側は給食を生活の一部と捉え、給食室側は

全時間が「戦場」という意識のギャップ。人手

不足で保育室に行きたくても行けない。言い方

の棘や態度の問題もある。 

園長・主任がつなぎ役になる。服装や調理室の雰囲

気を和らげる。心理カードなどで対話の場を設け

る。相手の忙しい時間を理解し、言い方に配慮す

る。 

9 厨房側は保育現場が見えないため、「もっと入

った方がいいのか」と感じている。 

保育士が献立作成や厨房ヘルプに関わることで、

給食室の大変さを理解する。味や子どもの反応を

直接伝え合う。 

10 職員間は仲が良いが、給食スタッフが自発的に

保育室に来ることは少ない。1 階と 2 階の物理

的な壁もある。 

休憩室に入る時間を合わせる。オープンキッチン、

全職員がランチルームで食べる、夕方に調理員が

保育室に入る、行事を一緒に行う。 

11 味付けについて思うことがあっても調理師の

思いを考えると言いにくい。食事時間に調理師

が休憩で、実際の食事場面を見てもらえない。

衛生ルールの厳しさによる調整の難しさもあ

る。 

配膳の仕方や食事の流れを職員全体で共有する。

ヒヤリハットを機に、給食室と保育室が一緒に検

証する。衛生ルールを「禁止」ではなく「安全のた

めの共通ルール」として確認する。 

12 このグループでは「壁がない園の特徴」が多く

語られている。 

会話が多く、「子どものため」という方向性が一致

している。保育士も同じ給食を食べる、給食室に保

育士や園長が入る、行事に給食職員も参加するな

ど、共有場面が多い。 

13 担任と調理員では見えている景色が違う。関係

性がないと、専門的な意見が出しにくい。 

大人の意見ではなく、子どもの声・実際の姿を根拠

にする。栄養士から積極的に提案する。チームとし

て専門的に意見する。 

14 給食室から保育室に入ってほしいが、給食室側

は調理・片づけ・離乳食対応で物理的に行けな

い。食育が日常保育に落とし込まれきっていな

い。 

一緒に食べる機会、会議での給食室の発言機会、保

育士が食育計画を書くこと、新しい食育の取り組

みを一緒に行うこと。互いの仕事内容と大変さを

知る。 

15 お互いに遠慮があり、情報共有をもっと早くし

たい。提供時間をめぐって、保育側の「早く持

っていきたい」と給食側の「安全確認が終わる

まで待ってほしい」がぶつかる。 

お盆期間などを活用して、調理スタッフが保育に

入り、保育者も給食室側を体験する。提供時間と確

認作業の意味を共通理解する。 

16 専門職としてのプライド、主任を介した伝達ル

ール、施設動線による交流しにくさ、お互いの

仕事内容がよくわからないことが壁になって

いる。 

休憩を一緒にし、仕事も雑談も話せる環境をつく

る。気遣いと伝え方を大切にする。直接伝えること

と主任を介すことのルールを整理し、建設的に伝

えやすい関係を目指す。 
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ま
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
各
園
の
好
事
例
の
豊
か
さ
と
同
時
に
、

保
育
者
と
給
食
担
当
者
の
間
に
あ
る「
見
え
な
い
壁
」

も
多
く
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
壁
は
、
単
純
な

不
仲
や
対
立
で
は
な
く
、
む
し
ろ
互
い
に
忙
し
く
、

互
い
の
専
門
性
を
尊
重
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
生
ま
れ

る
遠
慮
や
す
れ
違
い
と
し
て
表
れ
て
い
ま
し
た
。
給

食
室
は
、
安
全
で
衛
生
的
な
食
事
を
時
間
通
り
に
提

供
す
る
責
任
を
担
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
保

育
室
で
は
、
子
ど
も
の
気
持
ち
や
生
活
リ
ズ
ム
、
発

達
状
況
、
食
事
中
の
姿
を
見
な
が
ら
援
助
し
て
い
ま

す
。
こ
の
両
者
の
仕
事
は
、
本
来
は
同
じ
「
子
ど
も

の
た
め
」
と
い
う
目
的
に
向
か
っ
て
い
ま
す
が
、
見

て
い
る
場
面
や
担
っ
て
い
る
責
任
が
異
な
る
た
め
、

時
に
理
解
の
ず
れ
が
生
じ
ま
す
。

　

今
回
の
討
議
か
ら
は
、
壁
が
少
な
い
園
に
は
い
く

つ
か
の
共
通
点
が
あ
る
こ
と
も
見
え
て
き
ま
し
た
。

●
給
食
担
当
者
が
子
ど
も
の
食
事
の
様
子
を
見
に
行

く
機
会
が
あ
る
こ
と

●
保
育
者
が
給
食
室
の
大
変
さ
や
安
全
確
認
の
意
味

を
理
解
し
て
い
る
こ
と

●
子
ど
も
の
食
べ
方
や
反
応
を
日
常
的
に
共
有
す
る

仕
組
み
が
あ
る
こ
と

●
園
長
や
主
任
が
職
種
間
の
つ
な
ぎ
役
と
な
っ
て
い

る
こ
と

●
食
育
活
動
や
行
事
を
保
育
者
と
給
食
担
当
者
が
一

緒
に
計
画
・
実
施
し
て
い
る
こ
と

　

つ
ま
り
、
壁
を
な
く
す
た
め
に
は
、
特
別
な
大
き

な
改
革
だ
け
で
な
く
、
日
常
の
中
で
互
い
の
姿
が
見

え
る
場
面
、
話
せ
る
機
会
、
子
ど
も
の
姿
を
共
有
す

る
仕
組
み
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

全
体
と
し
て
、
今
回
の
討
議
結
果
は
、
保
育
に
お

け
る
食
育
と
給
食
提
供
の
質
を
高
め
る
た
め
に
は
、

「
保
育
室
」
と
「
給
食
室
」
を
別
々
の
場
と
し
て
考

え
る
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
の
育
ち
を
支
え
る
一
つ

の
チ
ー
ム
と
し
て
捉
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
ま
す
。
給
食
室
は
食
事
を
作
る
場
所
で
あ
り
、

保
育
室
は
食
べ
る
場
所
で
あ
る
、
と
い
う
分
業
的
な

理
解
に
と
ど
ま
る
の
で
は
な
く
、
給
食
室
も
子
ど
も

の
育
ち
を
理
解
し
、
保
育
室
も
食
事
提
供
の
専
門
性

や
安
全
管
理
を
理
解
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
意
味
で
、
今
回
抽
出
さ
れ
た
好
事
例
や
課
題

は
各
園
の
個
別
の
工
夫
に
と
ど
ま
ら
ず
、
今
後
の
保

育
現
場
に
お
け
る
「
食
を
通
し
た
チ
ー
ム
保
育
」
の

あ
り
方
を
考
え
る
う
え
で
、
非
常
に
重
要
な
示
唆
を

含
ん
で
い
ま
す
。

（
次
回
に
続
き
ま
す
）

著
者
紹
介

野
口
孝
則
（
の
ぐ
ち
・
た
か
の
り
）
氏

福
島
県
会
津
若
松
市
出
身
。
神
戸
学
院
大
学
栄
養
学
部
卒
業
（
管
理
栄
養
士
、

臨
床
検
査
技
師
）。
京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
文
化
・
地
域

環
境
学
専
攻
修
了
。
京
都
大
学
博
士
（
人
間
・
環
境
学
）。
理
化
学
研
究
所

脳
科
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
基
礎
科
学
特
別
研
究
員
、
神
戸
学
院
大
学
講
師
、

福
岡
女
子
大
学
准
教
授
、
厚
生
労
働
省
健
康
局
栄
養
管
理
係
長
、
帝
塚
山

大
学
准
教
授
を
経
て
平
成
27
年
４
月
よ
り
現
職
。

国
立
大
学
教
員
養
成
系
大
学
院
に
お
け
る
食
育
・
栄
養
教
育
に
特
化
し
た

研
究
室
を
主
宰
し
、
教
育
・
保
育
を
は
じ
め
医
療
・
介
護
の
現
場
に
お
け

る
食
教
育
（
食
育
）
の
必
要
性
や
有
効
性
に
関
す
る
最
新
の
情
報
を
解
析
し
、

家
庭
や
地
域
と
連
携
し
た
実
践
的
な
食
育
の
展
開
に
つ
い
て
教
育
・
研
究

を
行
っ
て
い
る
。

平
成
29
年
４
月
よ
り
上
越
教
育
大
学
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
所
員
を
兼
務
、

令
和
２
年
４
月
よ
り
上
越
教
育
大
学
健
康
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
の
初
代
セ

ン
タ
ー
長
を
兼
務
。
生
涯
の
研
究
テ
ー
マ
は
「
美
味
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
は

健
康
に
つ
な
が
る
」。
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